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今回は、考古学からはなれて、空を見てみましょう。空は一度たりとも同じ顔をみせてくれる

ことはありません。大気・風・太陽・人工物などなど色々なことが絡み合って作り出される大

自然という画家の描き出す絵画のようなものです。私達の見ている空と似たような風景を女夫

石縄文人や女夫石古代人も見たかもしれません。でも今回のは絶対に見ていないでしょうね。

ナゼそんなこといえるのかって、だって今回の雲は人類が空を飛ぶことができなければ、でき

ない雲だからです・・・。 

飛行機によっ

てできた飛行機

雲がちょうど筋

雲（すじぐも）を

横断したことで

できた雲です。ま

るで魚の開きと

いうか骨みたい

に 見 え ま せ ん

か？飛行機の 

ｼｽﾞﾘ：今日もいい天気だったね 。鳳凰三山にもうすぐ日が沈むけど、何

だか不思議な形の雲があるよ。魚の骨みたいだな～。 

ﾏ ｷ：そうだね、笑える雲の形だね。  

ｼｽﾞﾘ：飛行機雲と筋雲の偶然の組み合わせなんだろうけど、面白いね！ 

ﾏ ｷ：鳳凰三山の方の雲の切れ目から日の光が放射状に広がっているのも

なんだか神秘的だね。女夫石縄文人や女夫石古代人もこんな神秘的

な空を見ていたんだろうね！ 

ｼｽﾞﾘ：そういえば、日が短くなったし、朝夕は寒いくらいだね。昔の人は

きっと冬支度を始めるんだろうね。栗やドングリやクルミなんかを

採集して保存する準備をきっとしたんだろうな！ 

ﾏ ｷ：ところで、今年はドングリが不作らしいよ。昔の人はこんな時どう

していたんだろうね？ドングリ以外のものがたくさん取れればい

いのだろうけど・・・。 

ｼｽﾞﾘ：それを見越して食べ物を保存していたのかもしれないね。自然の恵

みに頼っていただけじゃなくて、それなりにきっと工夫していたん

じゃないかな？証拠はないけどね！（つづく） 

飛んでいない縄文時代

や平安時代には絶対に見

ることの出来ない空です

よね。 

 今や、空まで人の力が影

響してしまっているので

すね。人が偉大なのかそれ

とも自然への冒涜なの

か？難しいことですよ

ね？ 
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コナラ 

マテバシイ 
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シラカシ 

ドングリといってもいろい

ろな種類があります。左の図

に挙げたものはその一部で

す。どんなドングリの種類が

育つのか、地域などによって

も違ってきます。 

簡単に食用にできるものも

あれば、アクヌキをしなけれ

ばいけないものなどもありま

す。 

今年はドングリ不作の年手

ですが、熊に気をつけながら

ドングリ拾いをしてみません

か？クルミやトチノミが拾え

るかもしれませんよ！個人の

山で取らないようにね！ 


